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　小児歯科領域での うま味は,治 療方法 というよ
りは,子 どもの健やかな成長 ・発育に携わる。 う
ま味受容体は胎生 に発現 し出生後,う ま味物質 ・
グルタ ミン酸を豊富に含んだ母乳 を味わ う準備 が
なされてい る2)。マウスにおける実験では,舌 が
発生 した直後の胎生初期には味覚受容体である
mGluR4やT1R1/T1R3が発現 してい た。 出生後
か ら幼児期にかけて味覚は形成 される。 しかし,
学童期 を過ぎると,うま味を含む5基 本味(甘 味・
塩味 ・苦味 ・酸味 ・うま味)を 感 じる味蕾の数は,
継年齢的に減少する。そのため,子 どもの健全な
味覚を形成するには,幼 児期までに しっかりとし
た味の学習が必要となる。さらに,乳 幼児期は授
乳期を経て離乳食が開始 され,卒 乳をして大人と
同 じ食事へと移行する幼児食となる。この離乳食
と幼児食 に,う ま味を加 えることは,② で挙げた
特徴か ら,30年前 の子 どもの約2倍 になってい
る肥満の回避につながる。特徴③か らは,対 比効
果でうま味が強まり,結果,塩 味が抑えられれば,
食べ物の塩分濃度を下げて高血圧などの生活習慣
病の予防につながる。乳幼児期の食事の質が成人
になってか らの健康を左右することになる。
　 ファース トフー ドやコンビニの食事が日常の今,
これから子どもを産み,育 てていく年代には,ま
ず 「おい しく味わって食べる」 ことを念頭に,心
身の健康を維持 ・向上 を目的とした 「うま味」を
使用した子育ても,頭 の片隅において欲 しいと願
う。
Li,　X.　et　al.:Natl,　Asad.　Sci.99;4692-4696
2002.
加 川 千 鶴世,大 須 賀 謙二,宗 形 芳 英,鈴 木 康 生:
マ ウ ス の舌 お よ び軟 口蓋 に お け る味 覚 受 容 器 の
発 生 過 程 －受 容 器 の 発 現 時 期 と味 覚機 能 発 現 に
つ いて －.奥 羽 大 歯学 誌 　 38;103-114　2011.
　 うま味物質の発見と研究 は,東京帝国大学(現
在 の東京大学)教 授 だった池 田菊苗博士 が,
1908年にだ し昆からグル タ ミン酸 を発見 したこ
とに始まる。 日本人研究者の誇れ る研究史の1つ
である。その後,鰹 節からはイノシン酸,シ イタ
ケからグアニル酸が新たなうま味成分として発見
された。現在に至 っては,基 礎研究分野のみなら
ず,料 理界でもうまみの分析が行われ,ト マ トや
貝類(コ ハク酸)に も,う ま味が含まれることが
確認 されている。
　 うま味の研究 は,グ ル タミン酸発見から約100
年後の2000年にChaudhariによって,舌 の味蕾
にグルタミン酸受容体(mGluR4)が存在す るこ
とが明 らかに され た。 さらに,2002年,Liは味
細胞のア ミノ酸受容体T1R1/T1R3複合体がグル
タ ミン酸に強い応答性を示すことで,う ま味を感
知する受容体であると報告 した1)。それ らの解 明
により,う ま味の研究は急激に進歩を遂げること
となった。
　最近では,う ま味の特徴 として,① うま味を感
じると唾液分泌が持続する作用ある。②胃の受容
体 と結合すると,満腹中枢 が刺激 され食欲が抑え
られる。③対比効果や相乗効果などがあり,う ま
味 と塩味を合わせると塩味が抑 えられ る。甘味を
強 く感 じる効果が得 られる。などが知 られるよう
になった。
　 これ らの特徴か ら,歯科臨床においても,う ま
味が活用 されるようになった。①の作用 を利用 し
て,味 覚障害患者や口腔乾燥症患者にうま味物質
を与 え薬剤 を使用せず に唾液の分泌を促 させてい
る。また,う ま味受容体は胃の中にも存在するた
め,抗 がん剤などの副作用で味覚が鈍 くなったり,
摂食障害により味わう機能が衰 えた場合でも,胃
のうま味受容体が,う ま味物質 を受容することに
より迷走神経 を介 し胃腸の機能 を促進 させ,食 欲
を増進 させ る目的で使用 されている。
